
- 1 -

NO:27.1 形式: MODEL MC+ MONO グラード（GRADE) ｶﾅｻﾞﾜﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞ

① MI、② 10 ～ 50,000、③ 5、④ 1mil 丸、⑤ 5.5、⑥ 1.5、⑦ 475、⑧ 47、⑨、⑩、⑪、⑫、

⑬ 20、⑭、⑮ 45、⑯、⑰、⑱ 12,100、⑲、⑳取扱説明書、

販売先のナイコム(株)の HP から

モノラルアルバムに最適なエントリーモデル、OTL(Optimized Transmission Line)カン

チレバー採用、高度なコイル巻線技術による４コイルユニゾン、Flux ｰ Bridger 設計、歪

みを軽減する筐体設計。
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NO:27.2 形式: MODEL A グラード（GRADE) ｶﾅｻﾞﾜﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞ

① MC、② 10 ～ 30,000、③ 6、④ 0.3mil、⑤、⑥ 3、⑦ 950、⑧、⑨ 5k、⑩、⑪ 30、⑫、⑬ 30、
⑭ 0.5、⑮、⑯、⑰、⑱、⑲、⑳ Grado 取扱説明書、

この製品は梱包紙箱の標記から Model A と推定し、購入時に同封されていたと思われ

る英文資料のﾃﾞｰﾀｰを記載した。類似製品に Laboratory ｼﾘｰｽﾞがある。（3 種類："Laboratory"、
"Classic”、"Senetor" ）このｼﾘｰｽﾞの製品に外観がとても良く似ているが、カンチレバーの

挿入部の形状が異なっているので別製品と判断した。

MC 型であるが、出力電圧が大変大きい。この製品は 78rpm 対応製品です。
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NO:27.3 形式: MODEL BE グラード（GRADE) ｶﾅｻﾞﾜﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞ

① MMC、② 10 ～ 50,000、③ 5.5、④ 0.6x0.3mil、⑤ 3.5、⑥ 1.5 ～ 5.0、⑦ 12k、⑧ 47、⑨、

⑩、⑪ 20、⑫、⑬ 25、⑭ 0.5、⑮、⑯ 1966/7、⑰、⑱ 45 ＄、⑲、⑳ 取扱説明書、

製造者説明：このｶｰﾄﾘｯｼﾞは磁化しないので、鉄のﾀｰﾝﾃｰﾌﾞﾙで使用しても良い。外部のﾊﾑの影響も受け
ない。端子が横 1 列であり、丸棒でなく平板。ｽﾀｲﾗｽの交換方法が変わっている。ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽの変更も簡
単に出来る。（写真参照）

コメント：老舗を感じる会社。ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽの変更も出来るのでﾏﾆｱ好みかも。
この会社のｸﾞﾗﾄﾞ氏はｶﾝﾁﾚﾊﾞｰにｺｲﾙを装着しなければ、上下左右に 360 °、どの方向にも

同じ条件でﾐｿﾞをﾄﾚｰｽ出来る、という結論に達し、自ら発明した MC 型の研究には終止符

を打った。(1974 年) FB 型と呼ばれる全く新しい発電方式を開発した。 (同社のパン

フなどから抜粋)


